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午前九時〇〇分開議 

○議長（繁田拓治君） おはようございます。 

 ただいまの出席議員数は１０人です。定足数に達していますので、これから本日の会議

を開きます。 

 皆さんにお願いです。質問や答弁の際、聞き取りにくいときがありますので、できるだ

けこのマイクの近くで発言のほうよろしくお願いします。 

 本日の日程は、お手元に配付のとおりです。 

 日程第１ 認定第２号 令和６年度美浜町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いてを議題とします。 

 本件について細部説明を求めます。子育て健康推進課長。 

○子育て健康推進課長（谷輪亮文君） おはようございます。 

 認定第２号 令和６年度美浜町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定についてご説明

申し上げます。 

 令和６年度国民健康保険特別会計の規模は、歳入総額９億６，８７８万６，１８７円、

歳出総額９億２，６９２万２，６０９円で、歳入から歳出を引きました差引額は４，１８６

万３，５７８円で実質収支額でございます。 

 １ページ、歳入の状況につきましては、歳入予算額９億８，２４５万７千円、収入済額

は９億６，８７８万６，１８７円で、予算に対する収入割合は９８．６１％となっており

ます。なお、調定額９億９，０９７万３，４１０円に対する収入割合は９７．７６％でご

ざいます。 

 次に、３ページ、歳出の状況につきましては、歳出予算額９億８，２４５万７千円、支

出済額９億２，６９２万２，６０９円で、予算に対する支出割合は９４．３５％でござい

ます。 

 ５ページ、国民健康保険税の歳入額は１億５，８６７万６，４２９円で、前年度と比較

いたしまして８６万４，０８５円の増加で、調定額１億８，０８６万３，６５２円に対す

る徴収率は８７．７３％でございます。 

 内訳は現年課税分９７．２４％、滞納繰越分２８．３３％でございます。なお、令和６

年度の不納欠損額として､２０件、８７万３００円を処分しております。 

 また、現年課税分・滞納繰越分の徴収率につきましては、令和６年度特別会計決算の概

要の１ページの２の歳入の状況、（１）の国民健康保険税の欄に、医療給付費分、後期高

齢者支援金分、介護納付金分に区分して記載していますので、ご参照ください。 

 使用料及び手数料は８万４，９６３円でございます。 

 国庫支出金は４１１万８千円でございます。社会保障・税番号制度システム整備費補助

金でございます。 

 ７ページ、県支出金は６億７，８０１万８，８８７円でございます。保険給付費等交付

金及び財政対策補助金でございます。 
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 財産収入は４万３，４８１円でございます。 

 繰入金は９，１２２万５，４７９円で、前年度と比較して２８５万３７０円の増加でご

ざいます。 

 ９ページ、繰越金は２，７１６万８，８６７円で、前年度と比較して９８９万９，８２４

円の減少でございます。 

 諸収入は９４５万８１円で、前年度と比較して５１０万８，３０２円の増加でございま

す。 

 次に、１３ページ、総務費の歳出額は２，１９１万６，３５２円で、職員２名分の人件

費、賦課徴収に係る費用、国保運営協議会費などが含まれています。 

 １５ページ、保険給付費は６億６，２１４万２，８９０円で、歳出に占める割合は７１．４３％

でございます。 

 １７ページ、国民健康保険事業費納付金は２億２，４９４万３３１円で、歳出に占める

割合は２４．２７％でございます。 

 保健事業費は１，２４４万３，６８２円で、人間ドック健診委託料、特定健康診査に係

る費用等でございます。 

 １９ページ、基金積立金は、利子積立金のみで４万３，４８１円でございます。なお、

年度末基金残高は７，３４３万４，１６５円でございます。 

 諸支出金は５４３万５，８７３円で、前年度と比較して３２万１，６０５円の減少でご

ざいます。要因としましては、実績に伴う償還金の減少によるものでございます。 

 以上で、細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（繁田拓治君） これから質疑を行います。９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） ９番。 

何点か、ページ指定はあれですけれども、要は不納欠損、はたまた過年度の繰越しとか、

そのあたりの処理について、どのように考えているのか、いくのか。 

 それと、歳出のほうですが、１８ページの後期高齢者支援金等分５千何がし。これは、

同じような金額だと思いますが、こういう金額が要るのか。何か今後変化はないのか。 

 それと、人間ドック健診委託料と特定保健指導委託料、これ、結構不用額が大きいのか、

このあたり、広報ですね、受診率というのか、予算化されたときと、なぜこのように不用

額が出たのか。単に健診の希望が少なかったとかいうのではなくて、やはり住民サービス

としては大事でありますし、ひいては保険給付金の減額というような話にもなるというこ

とでやっているんだろうとお聞きしますので、そのあたり、ご説明を願いたい。 

○議長（繁田拓治君） 税務課長。 

○税務課長（浦真彰君） 谷進介議員にお答えします。 

 不納欠損についてということでございます。こちらにつきましては、生活保護になられ

た方や地方回収機構に移管した後、徴収できなくて返還された方、財産調査の結果、財産

が見つからなかった、徴収できなかった方についての不納欠損処分でございます。時効は
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５年ですけれども、一部納付、納入や納付誓約書の提出をしていただきまして、時効の延

期を行い、何とか不納欠損処分を行うようにしています。 

 滞納の抑制ということでございますけれども、昨年度に引き続き、現年課税分の強化に

より、できるだけ次年度に滞納繰越分を残さないようにですね、新規、少額の滞納に対す

る早期対応ということで、催告書のほうにですね納付書を同封しまして、納付率向上に努

めています。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） 子育て健康推進課長。 

○子育て健康推進課長（谷輪亮文君） 谷議員にお答えします。 

 人間ドックと特定保健指導なんですけれども、人間ドックもうちのほうで広く受け付け

ておるんですけれども、大体、受診を希望される方がこれだけで収まって、もう少しまだ

広げということで、余裕を持って受診勧奨してたんですけれども、そこまで受診に至らな

かったということと、特定保健指導を受ける方が、ちょっと対象が少なかったということ

でございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） 税務課長。 

○税務課長（浦真彰君） 後期高齢者支援金分の納付金ということでございます。こちら

のほう、昨年度と比較しまして２００万程度増加ということでございます。 

 こちらのほうは、後期高齢者広域連合に対しての支援金を支払うための費用でございま

す。こちらのほうも、やっぱり県のほうからの算定ということでございまして、後期高齢

者の連合に対して支払う費用でございますので、今後の見通しとしては、減ることはない

のかなというふうに考えてございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） 不納欠損等について、今までになく微に入り細に入った答弁をいた

だきましたんで、それはそれでよかったです。 

 じゃ、後期高齢者支援金分ですけれども、今月か、来月からか、１割負担が２割になる

んじゃないんですか、後期高齢者の方が。ということは、この支援金分に影響はないのか

と思ってお聞きしたんですけれども、そのあたり、再度、いかがですか。僕の思いが間違

っていたら、それはそれでご指摘をいただきたいですが、いかがですか。 

○議長（繁田拓治君） 税務課長。 

○税務課長（浦真彰君） そういった形で負担が増えるということは、支援金のほうにも

影響は出てくるかと思うんですけれども、まあ、あのそういった、ちょっと計算上、積算

ですね、県全体の医療費で推計してという形になりますので、若干そういった反映という

のはされると考えられます。 

 以上です。 



令和７年美浜町議会第３回定例会（第５日） 

 

 

 
141 

○議長（繁田拓治君） ９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） 当然、被保険者ご自身、ここのところで後期高齢者の話をするのも

おかしいですけれども、増えるんですから、支援金分が減るんじゃないかというふうな思

いがあったからで、また、質問にならへんからおかしいけれども、じゃ、議長のほうに、

そういうところを調べて、お答えできるものがあれば、後からでも担当課のほうからご報

告いただけるように、ご手配願えますか。 

○議長（繁田拓治君） 担当者のほうで、よろしくお願いします。 

 ２番、龍神議員。 

○２番（龍神初美君） ２番。 

８ページです。上のって、これは目の１の区分の２番のところで、２番のところです。

保険給付費等交付金のところで、保険者努力支援分というところなんですけれども、昨年

は４５０万ぐらいで今年が６６０万ということで、２００万増えているんですけれども、

この保険者努力支援分というのが２００万円増えた詳細というんかな、予算でも聞いたか

も分かりませんけれども、もう一度、すみません、お願いいたします。 

○議長（繁田拓治君） 子育て健康推進課長。 

○子育て健康推進課長（谷輪亮文君） 龍神議員にお答えします。 

 保険者努力支援分といいましたら、医療費の適正化に向けた取組等に対する支援制度な

んで、特定健診の受診率であるとか、ジェネリックの後発医薬品の使用割合とか、収納率

の向上の取組をしたことによって、県のほうで数値を算定されてから、うちのほうにいた

だくんで、細かいところがいっぱい寄ってから上がってきている、当然、収納率も上がっ

ておりますし、ジェネリックも特定健診の受診率も上がってございますんで、そういうん

がもう全体的に加味されて増えたものと考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（繁田拓治君） ２番、龍神議員。 

○２番（龍神初美君） ということは、２００万増えたということは、町の努力というこ

とと受け取ってよろしいんですね。 

○議長（繁田拓治君） 子育て健康推進課長。 

○子育て健康推進課長（谷輪亮文君） そういうふうに理解していただいて結構です。 

○議長（繁田拓治君） ないですか。 

○議員 「ありません」 

○議長（繁田拓治君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（繁田拓治君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は挙手によって行います。 

 この決算を認定することに賛成の方は挙手願います。 
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○議員 （挙手多数） 

○議長（繁田拓治君） 挙手多数です。したがって、認定第２号 令和６年度美浜町国民

健康保険特別会計歳入歳出決算については認定することに決定しました。 

 日程第２ 認定第３号 令和６年度美浜町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

を議題とします。 

 本件について細部説明を求めます。かがやく長寿課長。 

○かがやく長寿課長（井田時夫君） 認定第３号 令和６年度美浜町介護保険特別会計歳

入歳出決算認定についてご説明申し上げます。 

 令和６年度介護保険特別会計の規模は、歳入総額９億７５２万４，１６９円で、前年度

８億６，７８２万６９０円と比較して３，９７０万３，４７９円、率にして４．５８％の

増加でございます。歳出総額は８億８，９６８万４，４１５円で、前年度８億３，４６８

万９，４７０円と比較して５，４９９万４，９４５円、率にして６．５９％の増加でござ

います。差引額１，７８３万９，７５４円は実質収支額です。 

 １ページ、歳入の状況につきましては、予算額９億１，１６９万９千円、収入済額９億

７５２万４，１６９円で､予算に対する収入割合は９９．５４％でございます。調定額９

億８５５万３，４２９円に対する割合は９９．８９％です。 

 ３ページ、歳出の状況につきましては、予算額９億１，１６９万９千円、支出済額８億

８，９６８万４，４１５円で、予算額に対して９７．５９％の執行率でございます。 

 ５ページからは事項別明細で、歳入、保険料、介護保険料の歳入額は１億６，０００万１，

２７０円で、前年度と比較して５７２万２，３３０円の増加でございます。調定額１億６，

１０３万５３０円に対する徴収率は９９．３６％です。令和６年度不納欠損額として４

１件、５２万６，８００円を処分しました。 

 使用料及び手数料の歳入額は６，６００円でございます。 

 国庫支出金の歳入額は２億２，１８１万７，９９０円で、前年度と比較して１，３１３

万４，０８０円の増加でございます。その内訳は、国庫負担金、介護給付費負担金１億

５，６９８万７，２４０円、国庫補助金では調整交付金５，３０８万４千円、地域支援事

業交付金の介護予防・日常生活支援総合事業分は６９１万１，２００円、介護予防・日常

生活支援総合事業以外分は１３９万７，５５０円、保険者機能強化推進交付金１１６万４

千円、７ページ、介護保険保険者努力支援交付金２２７万４千円でございます。 

 支払基金交付金の歳入額は２億２，６２３万４千円で、前年度と比較して３６８万円の

増加でございます。 

 県支出金の歳入額は１億２，６１７万３，４００円で、前年度と比較して７９９万

３，２８８円の増加でございます。 

 財産収入の歳入額は１万２，６５６円で、介護給付費準備基金の利子でございます。 

 ９ページの繰入金の歳入額は１億４，０１２万９，５５６円で、前年度と比較して５４

万９５０円の減少でございます。 
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 繰越金の歳入額は３，３１３万１，２２０円で、前年度と比較して９７２万６，９０９

円の増加でございます。 

 諸収入の歳入額は１万７，４７７円で、預金利子と雑入の介護認定調査の委託を受けた

分でございます。 

 次に、歳出ですが、１３ページの総務費の歳出額は２，５５４万４，８８５円で、前年

度と比較して３４０万６，７５９円の減少で、主な内容は、正職員１名と会計年度任用職

員１名分の人件費と、介護認定に伴う主治医意見書作成料、電算処理委託料、御坊広域行

政事務組合の介護認定審査会費分担金などでございます。 

 １５ページの保険給付費の歳出額は８億１，７２５万６，３２４円で、前年度と比較し

て４，９５６万３，１１３円の増加でございます。内訳は、介護サービス等諸費７億

５，１９７万６，６０５円、その他諸費６４万５，７８８円、高額介護サービス費２，１６０

万７，５５８円、高額医療合算介護サービス等費２８５万６，８５２円、１７ページ、特

定入所者介護サービス等費１，９０３万７，７１５円、介護予防サービス等諸費２，１１３

万１，８０６円でございます。 

 １７ページ下段からの地域支援事業費の歳出額は２，４８９万７，８１６円で、前年度

と比較して６５万３，０２２円の減少でございます。内訳は、包括的支援事業・任意事業

費２０１万１，２９７円、２１ページ、介護予防・生活支援サービス事業費２，１４７万

８，７５５円、一般介護予防事業費１３６万３，０７６円、その他諸費４万４，６８８円

でございます。 

 基金積立金の歳出額１万２，６５６円は利子積立金で、年度末の介護給付費準備基金の

残高は５，０２９万７，００６円でございます。 

 ２３ページ、諸支出金の歳出額は２，１９７万２，７３４円で、前年度と比較して９５０

万５，１６２円の増加で、主な内容は２４ページの前年度実績に伴う介護給付費国庫負担

金等の償還金でございます。 

 以上で、細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（繁田拓治君） これから質疑を行います。９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） ９番。 

個別のどこの欄がどうじゃないんですが、この間、これを見ていたら、振り返って、昔

はよく、あの施設に入れないとか、入所待機者というんですか、その問題を１０年、１５

年前はよくこの場で何か質疑があったやに記憶をしておりますので、今は、もうあまりそ

ういう懸念はないのかと。あまりそういうことを全然、問合せを受けたことも、あまりも

う記憶がありませんので、そういうところと、それと、介護認定に関してですけれども、

異議申請の件数とか、あるのか、ないのか。また、そのあたりも、よく何か４級やと思う

けど３級だったりとか、そういうこともうわさに上ったこともありましたので、そのあた

りについて、所見というか、現状をお話し願いたい。 

○議長（繁田拓治君） かがやく長寿課長。 
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○かがやく長寿課長（井田時夫君） 谷進介議員にお答えします。 

 まず、最初の特養への入所の申込みの状況ですけれども、令和７年３月末現在で、特養

への入所を申込みしたけれども、定員がいっぱいで、まだ入れていない、待機されている

方の人数ですが、令和７年３月末で１６名いました。 

 それで、介護度別で見ますと、要介護３の方が７名、それから要介護４の方が６名、そ

れから要介護５の方が３名という介護度別の内訳です。それから、男女別で見ますと、男

性が３名、女性が１３名です。 

 それで、その待機されている方が、その時点で、どこで待機しているというか、その方

のいている状況ですが、在宅でおられた方が７名、それから病院、入院等ですね、そうい

う方が３名、それから老健施設のほうへ入所されていた方が３名、それからサービス付き

高齢者住宅のほうに２名、それからグループホームのほうに１名という合計１６名になっ

ております。 

 それから、介護申請の受付をした後、その認定結果に対して不服の申立てとか、そうい

う形については、昨年度についてはございませんでした。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） これも担当の方の感想というか、感じをお聞きしたいんですけれど

も、待機者が１６名というと、何かすごく少なくなったような、単純な私の記憶の問題な

ので、主観なので、あれですけれども、担当課としてはこのあたりはどのようにお考えな

んでしょうか。 

○議長（繁田拓治君） かがやく長寿課長。 

○かがやく長寿課長（井田時夫君） 谷進介議員にお答えします。 

 感覚としましては、最近、特養への、施設にも場所とかにもよるんですけれども、少し

定員を割っているようなところもあるようです。だから、以前よりは、入りにくなってい

るというか、その辺の状況については少し緩和されているのかなという感想にはなるんで

すが、そういう思いです。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ほかありませんか。 

○議員 「ありません」 

○議長（繁田拓治君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（繁田拓治君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は挙手によって行います。 

 この決算を認定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 
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○議長（繁田拓治君） 挙手多数です。したがって、認定第３号 令和６年度美浜町介護

保険特別会計歳入歳出決算については認定することに決定しました。 

 日程第３ 認定第４号 令和６年度美浜町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定に

ついてを議題とします。 

 本件について細部説明を求めます。かがやく長寿課長。 

○かがやく長寿課長（井田時夫君） 認定第４号 令和６年度美浜町後期高齢者医療特別

会計歳入歳出決算認定についてご説明申し上げます。 

 令和６年度後期高齢者医療特別会計の規模は、歳入総額２億８，２２９万１，７１１円

で、前年度２億５，１９７万７，９７３円と比較して３，０３１万３，７３８円、率にし

て１２．０３％の増加でございます。歳出総額は２億７，９６８万７，８１１円で、前年

度２億５，０１２万３，２７３円と比較して２，９５６万４，５３８円、率にして１１．

８２％の増加でございます。差引額２６０万３，９００円は実質収支額です。 

 １ページ、歳入の状況につきましては、予算額２億８，３６４万３千円、収入済額２億

８，２２９万１，７１１円で、予算に対する収入割合は９９．５２％でございます。調定

額２億８，２６６万２，８１１円に対する割合は９９．８７％です。 

 ３ページ、歳出の状況につきましては、予算額２億８，３６４万３千円で、支出済額２

億７，９６８万７，８１１円で、予算額に対して９８．６１％の執行率でございます。 

 ５ページからは事項別明細で、歳入、保険料の歳入額は９，９２１万５００円で、前年度

と比較して１，４９３万８，９００円の増加でございます。調定額９，９５８万１，６００

円に対する徴収率は､９９．６３％です。令和６年度不納欠損額として９件、７万４，３００

円を処分しました。 

 分担金及び負担金の歳入額は７０万４千円で、人間ドック健診に係るもので、前年度と

比較して１万２５０円の減少でございます。 

 使用料及び手数料の歳入額４千円は、督促手数料です。 

 繰入金の歳入額は１億７，３３２万３，９５５円で、前年度と比較して１，８９０万

９，２０３円の増加でございます。その内訳としまして、事務費繰入金が２，１６０万

４，９５７円、保険基盤安定繰入金３，４６６万９９８円、療養給付費繰入金１億１，７０５

万８千円でございます。 

 繰越金の歳入額は１８５万４，７００円で、前年度と比較して６万３，９００円の増加

でございます。 

 ７ページ、諸収入の歳入額は７１９万４，５５６円で、前年度と比較して３５８万

６，３１５円の減少でございます。主な内容は、和歌山県後期高齢者医療広域連合から交

付される派遣職員の人件費でございます。 

 次に、歳出ですが、９ページの総務費の歳出額は２億７，２５４万７，６９３円で、前

年度と比較して３，３２０万４，１６８円の増加でございます。主な内容は、正職員２名

分の人件費と保険料収納に係る費用、後期高齢者医療広域連合納付金などでございます。 
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 諸支出金の歳出額は７１４万１１８円で、主な内容は和歌山県後期高齢者医療広域連合

から交付された派遣職員の人件費と過年度分療養給付費負担金返還金を一般会計へ繰り出

したものです。 

 以上で、細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（繁田拓治君） これから質疑を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（繁田拓治君） ありませんか。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（繁田拓治君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は挙手によって行います。 

 この決算を認定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（繁田拓治君） 挙手多数です。したがって、認定第４号 令和６年度美浜町後期

高齢者医療特別会計歳入歳出決算については認定することに決定しました。 

 日程第４ 認定第５号 令和６年度美浜町下水道事業会計決算認定についてを議題とし

ます。 

 本件について細部説明を求めます。上下水道課長。 

○上下水道課長（大江裕君） 認定第５号 令和６年度美浜町下水道事業会計決算認定に

ついてご説明申し上げます。 

 １ページの収益的収入は、決算額１億９，８２８万２，０４８円。内訳は、営業収益

８，３５３万８，０５２円、営業外収益１億１，４７４万３，９９６円で、予算に対する

収入率は９６．３４％でございます。 

 収益的支出は、決算額１億９，８２８万２，０４８円。内訳は、営業費用１億７，２１８

万４，８１１円、営業外費用２，６０９万７，２３７円で、予算に対する執行率は９６．３４％

でございます。 

 次に、３ページの資本的収入は、決算額５，００２万２，８９１円。内訳は、他会計出

資金４，６８６万９，８９１円、分担金２５９万２千円、繰入金５６万１千円で、予算に

対する収入率は１００．０１％でございます。 

 資本的支出は、決算額８，６０３万２，１５１円。内訳は、企業債償還金８，６０２万

１，１００円、基金積立金１万１，０５１円で、予算に対する執行率は９９．９９％でご

ざいます。 

 なお、資本的収入が資本的支出に不足する額３，６００万９，２６０円については、当

年度分損益勘定留保資金で補塡してございます。 

 次に、５ページの損益計算書は、営業収益７，５９４万５，０８２円、営業費用１億

６，７１１万６０４円、営業外収益１億１，４７４万４，５２３円、営業外費用２，３５７
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万９，００１円となってございますので、経常損益はゼロ円でございます。特別利益と特

別損失はございませんので、当年度純損益もゼロ円でございます。 

 次に、７ページの剰余金計算書は、繰越欠損金２億９，３６８万９，０６９円に当年度

変動額ゼロ円を加算いたしますと、当年度未処理欠損金は２億９，３６８万９，０６９円

でございます。 

 欠損金処理計算書は、当年度未処理欠損金２億９，３６８万９，０６９円を翌年度に繰

越しするものでございます。 

 次に、９ページの貸借対照表は、資産の部は、固定資産合計２３億１，７５４万１３９

円、流動資産合計１，８４１万９，１９４円で、資産合計は２３億３，５９５万９，３３３

円でございます。 

 負債の部は、固定負債合計９億４，３９０万３，５４０円、流動負債合計９，８２４万

３，４３８円、繰延収益合計１２億２，６９２万７千円で、負債合計は２２億６，９０７

万３，９７８円でございます。 

 資本の部は、資本金合計１億６，３７０万１，０２４円、剰余金合計マイナス９，６８１

万５，６６９円で、資本合計は６，６８８万５，３５５円でございます。 

 資産合計と負債・資本合計がそれぞれ２３億３，５９５万９，３３３円で、貸借が一致

するものでございます。 

 次に、１１ページの議会議決事項は、予算議決等５件でございます。 

 業務量は、年度末調定件数２，６３０件、調定に係る水洗化率８９．０９％、有収水量

５０万５，５７０㎥でございます。 

 事業収益に関する事項及び事業費用に関する事項は、合計額１億９，０６８万９，６０５

円でございます。 

 経営指標の推移は、経常収支比率１００％、経費回収率４４．１７％、有形固定資産減

価償却率１１．６１％でございます。 

 次に、１３ページの重要契約の要旨はございません。 

 企業債及び一時借入金の状況は、企業債前年度末残高１１億１，６８９万７，１９７円、

本年度借入額なし、本年度償還額８，６０２万１，１００円ですので、本年末残高は１０

億３，０８７万６，０９７円でございます。一時借入金は、ございません。 

 その他会計経理に関する事項で、公共下水道事業基金は前年度末残高３７０万８，４３５

円、本年度増加額７４円、本年度減少額なしですので、本年度末残高は３７０万８，５０９

円でございます。 

 農業集落排水事業基金は、前年度末残高２，１１１万４５３円、本年度増加額１万９７７

円、本年度減少額５６万１千円ですので、本年度末残高は２，０５６万４３０円でござい

ます。 

 他会計補助金等の使途等については、他会計補助金の充当先と出資の合意を記載してご

ざいます。 
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 次に、１５ページから１８ページの収益・費用の明細は、損益計算書の資料でございま

す。 

 次に、１９ページの固定資産明細書は、年度末残高２５億６，８５３万９，１５５円、

減価償却累計額２億７，５２６万７，９５５円、年度末償却未済額２２億９，３２７万

１，２００円でございます。 

 次に、２１ページの起債台帳は、未償還元金１０億３，０８７万６，０９７円でござい

ます。 

 次に、２２ページのキャッシュ・フロー計算書は、資金期末残高３４１万８，０３６円

でございます。 

 次に、２３ページの注記は、会計方針に係る事項等でございます。 

 以上で、細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（繁田拓治君） これから質疑を行います。９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） ９番。この決算書の１１、１２ページのところでありますが、調定

に係る水洗化率とか、少しよくなっていますが、でも、調定件数が減っているというか、

これは分母・分子のマジックでこのようになっているのか。現実的に、いつもよく水洗化

率については、いろんな場で質疑しておりますので、何か効果なりあったのか。 

 それと、その一番下、経営指標の推移というところで、不勉強で、このあたりは全然分

からないんですけれども、要は、この経費回収率４４．１７％、有形固定資産減価償却率

１１．６１。いや、この数字がいいのか悪いのか、一般的に基準というか何かあるのか、

それに照らし合わせて我が町のこの数字はどうなのかと。 

 それと、水道のところだと管路に関しての何か数値が出ていますが、下水道に関しては

管路というのか管渠というのか分かりませんが、そのあたりの経年化率とか更新化率とか、

そのあたりは、これ、まだまだそういう時期じゃないということなんでしょうか。ご説明

を願いたい。 

○議長（繁田拓治君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（大江裕君） お答えします。 

 水洗化率の推移でございます。当課としましては、水洗化率は、微増ですけれども、増

えていると認識しています。ていうのが、戸数はおっしゃるように減ってきています。解

体したりとかという感じで減ってきているんですけれども、その分、割に新築の家とかも

増えてきていますんで、その関係で水洗化率自体は少しずつ、微増という格好で判断して

いただいても大丈夫だと思います。 

 経費回収率とか有形固定資産償却率ていうことですけれども、その上の経常収支比率は、

繰り入れいただいているんで１００％になるのはご存じやと思うんですけれども、当たり

前という話になってきます。経費回収率というんは、料金収入に対してどれぐらいの経費

が賄えているかという指標です。この指標は、標準的にどれぐらいでなかったら駄目であ

るとか、どれぐらいを目指したいとかというのは、今のところ、公営企業になって年数も
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浅いことから、そういう指標というのは出ていません。その辺も含めまして、この数字は

高いにこしたことはないんですけれども、その辺については、これをできるだけ上げられ

るように努力していくというふうに感じています。 

 有形固定資産の償却率ですけれども、これも会計手法が変わって、一旦新しくしたとこ

ろからなんで、当然、だんだん上がっていくんですけれども、今の段階では低いんですけ

れども、この辺も、先ほど３番目の管路の更新率とか、いろんなことのものにも焼却とあ

る程度リンクするところはあるんですけれども、その辺はそういうふうな理解でよろしく

お願いします、有形固定資産の償却率は。 

 あとは、管路の更新とか管路の老朽化率ていうやつですけれども、この辺については、

一応これ去年度からも入った数字なんですけれども、こういうことを示しなさいという国

からの指標がありまして、下水道についても水道についても標準的な指標を示しているて

いうことで、その辺も標準だけでいいんかいという議論はあるとは思うんですけれども、

その辺ちょっとそういう公営企業会計的なことも日の浅いことから、ちょっと少しずつそ

ういうことも進めていって、きちっと把握できるような格好で進めていきたいと考えてお

ります。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） ９番。そうしますと、経費回収率ていうのは経費の回収率みたいな

考え方を、経費に対してどれだけ回収しているかということなんでしたよね、今のご説明

では。それと、一般の会計ということは、今後、何かあれば、将来の負担なり支出に対し

て、いろんな引当金とか積立てするとか、あるのか分かりませんが、何か公共施設等の総

合管理計画とかを見ると、１６年、１７年あたりに何か若干ちょっと金額が載っています

ので、この令和６年度には、それに対しての積立てとか手当を考えているとか、そういう

ことはなかったんですか。 

○議長（繁田拓治君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（大江裕君） お答えします。 

 基本、今、積立てというか、そういう建設改良に関する費用を持っているていうものに

ついては両方基金になります。引当金であるとかほかの積立金であるとかという金額につ

いては持っていないというのが、今現状です。課といたしましては、あるにはこしたこと

ないんですけれども、基本的に営業に係ることに関して、一般会計のほうから補助なり出

資なりいただいている中で、その辺を積み立てていくのはどうなのかなという感覚があり

まして、その辺、改良の計画をおろそかにするようなことがあってはならんと思うんです

けれども、今の施設状況とかのバランス的に、もう少し一般会計からの繰入れのほうを抑

えるほうに努力したいていうふうに考えています。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） よろしいですか。 
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○議員 「ありません」 

○議長（繁田拓治君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（繁田拓治君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は挙手によって行います。 

 この決算を認定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（繁田拓治君） 挙手多数です。したがって、認定第５号 令和６年度美浜町下水

道事業会計決算については認定することに決定しました。 

 しばらく休憩をします。 

 再開は１０時１０分です。 

午前九時五十五分休憩 

   ―――・――― 

午前十時一〇分再開 

○議長（繁田拓治君） 再開します。 

 日程第５ 認定第６号 令和６年度美浜町水道事業会計決算認定についてを議題としま

す。 

 本件について細部説明を求めます。上下水道課長。 

○上下水道課長（大江裕君） 認定第６号 令和６年度美浜町水道事業会計決算認定につ

いてご説明申し上げます。 

 １ページの収益的収入は、決算額１億２，５６１万４，６３７円。内訳は、営業収益１

億１，３４２万６，３８３円、営業外収益１，２１８万８，２５４円で、予算に対する収

入率は９６．８０％でございます。 

 収益的支出は、決算額１億１，１２８万７，９０４円。内訳は、営業費用１億４３９万

２，０９１円、営業外費用６８９万５，８１３円で、予算に対する執行率は９１．０６％

でございます。 

 次に、３ページの資本的収入は、決算額３，４１７万８００円。内訳は、分担金４７万

８００円、企業債２，７７０万円、補償金６００万円で、予算に対する収入率は９８．３５％

でございます。 

 資本的支出は、決算額７，６５０万９，５７８円。内訳は、建設改良費５，３６５万

２，０６０円、企業債償還金２，２８５万７，５１８円で、予算に対する執行率は７３．１８％

でございます。 

 また、地方公営企業法第２６条の規定により６６０万円を繰越ししてございます。 

 なお、資本的収入が資本的支出に不足する額４，２３３万８，７７８円については、過

年度分損益勘定留保資金１，６８４万２，７３０円、当年度分損益勘定留保資金２，１２０
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万６，８４１円、当年度消費税資本的収支調整額４２８万９，２０７円で補塡してござい

ます。 

 次に、５ページの損益計算書は、営業収益１億３１５万６，６３５円、営業費用１億

１９３万２，６２６円、営業外収益１，２０７万６，７２１円、営業外費用３２６万

３，２０４円となってございますので、経常利益は１，００３万７，５２６円でございま

す。特別利益と特別損失はございませんので、当年度純利益も１，００３万７，５２６円

でございます。 

 当年度純利益に前年度繰越利益剰余金とその他未処分利益剰余金変動額を加算いたしま

すと、当年度未処分利益剰余金は８，３５６万７，１１７円でございます。 

 次に、７ページの剰余金計算書は、繰越利益剰余金７，３５２万９，５９１円で、当

年度純利益１，００３万７，５２６円を加算いたしますと、当年度未処分利益剰余金は

８，３５６万７，１１７円でございます。 

 剰余金処分計算書は、当年度未処分利益剰余金８，３５６万７，１１７円を翌年度に繰

越しするものでございます。 

 次に、９ページの貸借対照表は、資産の部は、固定資産合計１２億１，３８２万６，３０４

円、流動資産合計２億６，７５６万６，８３９円で、資産合計は１４億８，１３９万

３，１４３円でございます。 

 負債の部は、固定負債合計２億４，６１９万４，７００円、流動負債合計３，１９２万

３，９９０円、繰延収益合計２億５，７０７万６，５９３円で、負債合計は５億３，５１９

万５，２８３円でございます。 

 資本の部は、資本金合計７億９，１８１万７，２５２円、剰余金合計１億５，４３８万

６０８円で、資本合計は９億４，６１９万７，８６０円でございます。 

 資産合計と負債・資本合計が、それぞれ１４億８，１３９万３，１４３円で、貸借が一

致するものでございます。 

 次に、１１ページの議会の議決事項は、予算議決等７件でございます。 

 工事等の概要は、配水管整備費３件、施設改良費１件、送水施設改良費２件でございま

す。 

 次に、１３ページの業務量は、給水戸数３，６５０戸、年間配水量７５万９，０８４㎥、

年間有収水量７３万３，６５１㎥、有収率９６．６５％でございます。 

 事業収益合計は１億１，５２３万３，３５６円で、前年度と比較して１８５万６４３円の

増額、事業費用合計は１億５１９万５，８３０円で、前年度と比較して２９５万５，５１９

円の減額でございます。 

 経営指標の推移は、経常収支比率１０９．５４％、料金回収率１０７．８２％、有形固

定資産減価償却率６２．３８％、管路経年化率２１．６３％、管路更新率０．４％でござ

います。 

 企業債は、前年度末残高２億６，１９６万９，９１９円、本年度借入額２，７７０万円、
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本年度償還額２，２８５万７，５１８円ですので、本年度末残高は２億６，６８１万

２，４０１円でございます。 

 次に、１５ページから１８ページの収益・費用の明細は、損益計算書の資料でございま

す。 

 次に、１９ページの固定資産明細書は、年度末現在高２８億８，９２９万６，７２１

円、減価償却累計額１６億７，５４７万４１７円、年度末償却未済額１２億１，３８２万

６，３０４円でございます。 

 次に、２１ページの起債台帳は、未償還元金２億６，６８１万２，４０１円でございま

す。 

 次に、２２ページのキャッシュ・フロー計算書は、資金期末残高２億５，３１０万

２，３１３円でございます。 

 次に、２３ページの注記は、会計方針に係る事項等でございます。 

 以上で、細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（繁田拓治君） これから質疑を行います。ありませんか。４番、松下議員。 

○４番（松下太一君） ４番。 

１１ページ、送水管の施設改良費ですか、うちの水道は、なかなか料金も結構抑えられ

て、健全な経営はなされていると思っているところでございます。この前に、議会のほう

からでも、一回施設を見せていただいて、ずっと取水から始まって浄水場とか見せてもら

ったんですけれども、そこで感じることなんですけれども、この送水管改良といっても、

蟹田橋とか部分的には更新されていると思うんですけれども、もう昔から西山へ登ってい

る管、ダクタイルだと思うんですけれども、入っていると思うんです。かなり古くなって

いる。それと加えて、取水場から浄水場に至る導水管、これもダクタイルで入っていると

思うんです。あれも延々と御坊の藤井から来ているわけなんですけれども、ここらもかな

り古いと思うんですけれども、そこらちょっと気遣いないんかなと、ちょっと心配になっ

たわけなんですけれども、そこら今まで漏水事故とか、なかったと思うんですけれども、

そこらの更新とかっていう、そういう考えとかはございますか。 

○議長（繁田拓治君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（大江裕君） お答えします。 

 基本的に、松下議員おっしゃるような形で、その経路とか経年とかというのは、そうい

うことで担当課としても捉まえています。送水管の改良をしたとかというのは、今、その

質問の中でもダクタイル鋳鉄管とかという、そういう種別ていうか、その性質、性能とい

う話が出たんですけれども、送水管に関しては、昔で言う鉄管ていうやつ、ＳＧＰという

やつですけれども、それを使っていたんで、その部分については結構老朽化が目立ち始め

てて、塗装のやり替えとかというのは何回かやったことはあるんですけれども、これ以上

そういう修繕程度ではいかないていうことで、重点的に鉄管、ＳＧＰ管をやり替えてきた

という経緯が、ここ最近のやっている事業なんですけども。 
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 ダクタイル鋳鉄管に関しては、今のところ、漏水というのは全くなかったかていうと、

大洋樹脂の西側で１件、５年ぐらい前にあったぐらいかなというところです。それに関し

ても、漏水を直した箇所を見てみると、その分岐部分、管路自体の不具合とか老朽化てい

うんじゃなくて、大洋樹脂さんの分岐部分とかっていう部分から漏れてたという現状があ

ります。やり替えるのは一番いいと思うんですけれども、今のところ、そういう感じで経

年はしていますけれども、機能的に特に問題はないていう判断をしていますんで、注意深

く見ながら、そういう時期を見定めて運営していきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ４番、松下議員。 

○４番（松下太一君） ４番。 

よろしくお願いします。簡単に我々も、更新したらどうよ、浄水場もかなり古い、更新

したらどうよって簡単に言うんやけれども、全部、料金に乗ってきますよね。そこらも踏

まえて、できるだけ安い水道で町内へ配っていただきたいと願っているところでございま

す。これからも今と同様しっかりとやってほしいと感じております。よろしくお願いしま

す。 

○議長（繁田拓治君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（大江裕君） 温かい言葉、ありがとうございます。それを肝に銘じて、

これからも業務していきます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ないですか。 

○議員 「ありません」 

○議長（繁田拓治君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（繁田拓治君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は挙手によって行います。 

 この決算を認定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（繁田拓治君） 挙手多数です。したがって、認定第６号 令和６年度美浜町水道

事業会計決算については認定することに決定しました。 

 日程第６ 議員派遣の件についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 議員派遣の件については、地方自治法第１００条第１３項及び美浜町会議規則第１２８

条の規定によって、お手元に配付しています議員派遣の件のとおり決定することにご異議

ありませんか。 

○議員 「異議なし」 
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○議長（繁田拓治君） 異議なしと認めます。したがって、議員派遣の件については、お

手元に配付しています議員派遣の件のとおり決定しました。 

 しばらく休憩します。 

午前十時二十六分休憩 

   ―――・――― 

午前十時二十七分再開 

○議長（繁田拓治君） 再開します。 

 お諮りします。 

 ただいま各委員長から、委員会の閉会中の継続審査及び調査について申出書が提出され

ました。これを日程に追加し、追加日程第７として議題にしたいと思います。ご異議あり

ませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（繁田拓治君） 異議なしと認めます。したがって、委員会の閉会中の継続審査及

び調査についてを日程に追加し、追加日程第７として議題とすることに決定しました。 

 追加日程第７ 委員会の閉会中の継続審査及び調査についてを議題とします。 

 各委員長から、目下、委員会において審査及び調査中の事件について、会議規則第７５

条の規定によって、お手元に配りました申出書のとおり、閉会中の継続審査及び調査の申

出があります。 

 お諮りします。 

 各委員長からの申出のとおり、閉会中の継続審査及び調査とすることにご異議ありませ

んか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（繁田拓治君） 異議なしと認めます。したがって、各委員長からの申出のとおり、

閉会中の継続審査及び調査とすることに決定しました。 

 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 本定例会の会議に付された事件は全て終了しました。 

 これで本日の会議を閉じます。 

 令和７年美浜町議会第３回定例会を閉会します。 

午前十時二十九分閉会 

 ご苦労さんでした。 

 


